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〔
判
示
事
項
〕

一　

取
締
役
の
任
期
途
中
に
お
い
て
、
そ
の
任
期
を
短
縮
す
る
旨
の

定
款
変
更
が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
変
更
後
の
定
款
は
在
任
中
の
取

締
役
に
対
し
て
当
然
に
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
り
、

そ
の
変
更
後
の
任
期
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
取
締
役
の
任
期
が
満
了
し

て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
上
記
定
款
変
更
の
効
力
発
生
時
に
お
い
て

取
締
役
か
ら
当
然
に
退
任
す
る
。

二　

会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
趣
旨
は
、
取
締
役
の
任
期
途
中
に
任

期
を
短
縮
す
る
旨
の
定
款
変
更
が
な
さ
れ
て
本
来
の
任
期
前
に
取
締

役
か
ら
退
任
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
取
締
役
と
し
て
再
任
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
当
て
は
ま
る
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
取
締
役
は
、
会
社
が
当
該
取
締
役
を
再
任
し
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
会
社
に
対
し
、
会
社
法

三
三
九
条
二
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
再
任
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　

会
社
法
三
三
二
条
二
項
・
三
三
九
条
二
項

〔
事
　
実
〕

　

Ｙ
会
社
（
被
告
）
は
、
亡
Ａ
に
よ
っ
て
平
成
七
年
に
設
立
さ
れ
た

株
式
会
社
（
非
公
開
会
社
）
で
あ
り
、
そ
の
代
表
取
締
役
は
設
立
時

判
例
研
究取

締
役
の
任
期
に
関
す
る
定
款
変
更
に
よ
り
取
締
役
か
ら
退
任

し
た
者
に
つ
い
て
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
類
推
適
用
が
認
め

ら
れ
た
事
例

〔
商
法　

五
七
五
〕

（
東
京
地
裁
平
成
二
七
年
六
月
二
九
日
判
決

平
成
二
五
年
ワ
一
七
五
三
四
号
取
締
役
地
位
確
認
等
請
求
事
件

判
時
二
二
七
四
号
一
一
三
頁

）
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か
ら
平
成
二
〇
年
七
月
一
〇
日
ま
で
亡
Ａ
が
務
め
、
Ｙ
会
社
の
経
営

に
関
す
る
重
要
な
事
項
は
、
ほ
と
ん
ど
亡
Ａ
が
決
定
し
て
い
た
。

　

亡
Ａ
の
叔
父
で
あ
る
Ｘ１
（
原
告
）
は
、
公
認
会
計
士
及
び
税
理
士

の
資
格
を
有
し
て
お
り
、
平
成
一
〇
年
八
月
二
五
日
か
ら
平
成
二
〇

年
五
月
二
四
日
ま
で
Ｙ
会
社
の
監
査
役
を
務
め
た
後
、
同
日
か
ら
平

成
二
三
年
一
月
二
〇
日
ま
で
Ｙ
会
社
の
取
締
役
の
地
位
に
あ
っ
た
も

の
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｘ２
（
原
告
）
は
、
Ｘ１
の
子
で
あ
り
、

平
成
一
八
年
九
月
、
Ｙ
会
社
に
従
業
員
と
し
て
入
社
し
、
平
成
二
〇

年
五
月
二
四
日
か
ら
平
成
二
三
年
一
月
二
〇
日
ま
で
Ｙ
会
社
の
取
締

役
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
。

　

亡
Ａ
は
、
膵
臓
が
ん
を
患
い
、
平
成
二
〇
年
四
月
二
四
日
か
ら
入

院
し
、
余
命
を
悟
っ
た
。
そ
こ
で
、
亡
Ａ
は
、
妻
の
Ｂ
と
二
人
の
子

の
生
活
の
た
め
に
、
Ｂ
を
監
査
役
に
就
任
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
し
、

Ｙ
会
社
は
、
平
成
二
〇
年
五
月
二
四
日
付
け
で
Ｂ
を
Ｙ
会
社
の
監
査

役
に
選
任
し
た
旨
の
登
記
を
行
い
、
同
年
七
月
か
ら
Ｂ
に
対
し
て
監

査
役
報
酬
を
支
払
っ
た
。
ま
た
、
Ｙ
会
社
は
、
そ
れ
と
併
せ
て
同
日

付
け
で
Ｘ１
及
び
Ｘ２
を
Ｙ
会
社
の
取
締
役
に
選
任
し
た
旨
の
登
記
を

行
っ
た
。
そ
の
当
時
の
Ｙ
会
社
の
株
主
構
成
は
、
発
行
済
株
式
総
数

一
六
〇
〇
株
の
う
ち
、
亡
Ａ
が
一
四
九
三
株
、
Ｃ
（
亡
Ａ
の
従
兄

弟
）
が
一
〇
七
株
を
有
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　

亡
Ａ
は
平
成
二
〇
年
七
月
一
〇
日
死
亡
し
、
Ｙ
会
社
は
そ
の
翌
日

に
取
締
役
会
を
開
催
し
、
Ｃ
及
び
Ｘ１
ら
が
出
席
の
上
、
Ｃ
を
Ｙ
会
社

の
代
表
取
締
役
に
選
任
す
る
旨
の
決
議
を
し
た
。
Ｃ
及
び
Ｘ１
ら
は
、

そ
の
後
も
Ｙ
会
社
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
Ｃ
及
び
Ｘ１
ら
が
出
席
の
上
で
、
随
時
取
締
役
会
を
開
催
し
て

い
た
。

　

亡
Ａ
が
有
し
て
い
た
Ｙ
会
社
の
株
式
は
Ｂ
が
す
べ
て
相
続
し
た
と

こ
ろ
、
Ｃ
及
び
Ｘ１
ら
は
、
実
際
に
取
締
役
と
し
て
経
営
に
関
与
し
て

い
る
者
が
株
式
の
一
部
を
保
有
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
や
、

Ｂ
の
生
活
支
援
と
い
う
趣
旨
も
あ
っ
て
、
Ｂ
か
ら
、
そ
の
保
有
す
る

株
式
の
う
ち
、
Ｃ
が
四
九
三
株
、
Ｘ１
ら
が
二
〇
〇
株
ず
つ
を
一
株
五

万
円
で
購
入
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｃ
と
Ｘ１
ら
と
は
、
Ｙ
会
社
の
経
営
等
を
巡
っ
て
意
見
が

対
立
し
、
平
成
二
二
年
一
一
月
及
び
同
年
一
二
月
に
は
、
Ｃ
が
Ｘ１
に

対
し
て
Ｙ
会
社
の
取
締
役
か
ら
辞
任
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
Ｘ１
は
こ

れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。

　

Ｙ
会
社
の
取
締
役
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、

選
任
後
二
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関

す
る
定
時
株
主
総
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
さ
れ
、
平
成
一
八
年
八
月

三
〇
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
そ
の
期
間
が
選
任
後
一

〇
年
以
内
へ
と
変
更
さ
れ
た
が
、
平
成
二
三
年
一
月
二
〇
日
開
催
の

臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
選
任
後
一
年
以
内
へ
と
変
更
さ
れ
た
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（
本
件
定
款
変
更
）。
Ｙ
会
社
は
、
本
件
定
款
変
更
に
伴
い
、
Ｘ１
ら
の

取
締
役
の
任
期
が
す
で
に
満
了
し
た
と
し
て
、
Ｘ１
ら
が
取
締
役
を
退

任
し
た
も
の
と
し
て
扱
っ
た
上
で
、
Ｘ１
ら
を
Ｙ
会
社
の
取
締
役
と
し

て
再
任
せ
ず
、
Ｘ１
ら
に
代
わ
る
新
た
な
取
締
役
二
名
を
別
途
選
任
し

た
。
平
成
二
五
年
七
月
三
日
に
本
件
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

Ｃ
を
含
め
た
Ｙ
会
社
の
関
係
者
か
ら
、
Ｘ１
ら
が
Ｙ
会
社
の
取
締
役
の

地
位
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
異
議
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

Ｙ
会
社
は
、
平
成
二
〇
年
六
月
分
か
ら
平
成
二
三
年
一
月
分
ま
で

の
取
締
役
報
酬
と
し
て
、
Ｘ１
に
つ
き
月
額
六
〇
万
円
、
Ｘ２
に
つ
き
月

額
二
九
万
五
〇
〇
〇
円
の
各
報
酬
を
そ
れ
ぞ
れ
支
払
っ
て
い
た
。

　

な
お
、
Ｙ
会
社
は
、
Ｘ２
に
対
し
、
平
成
二
三
年
七
月
、
職
務
上
の

地
位
を
財
務
経
理
部
部
長
兼
総
務
人
事
部
部
長
か
ら
財
務
経
理
部
財

務
主
任
に
降
格
す
る
旨
の
処
分
を
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
賃
金
を
月

額
八
〇
万
五
〇
〇
〇
円
か
ら
五
七
万
二
〇
〇
〇
円
へ
と
減
給
す
る
旨

の
処
分
を
し
、
平
成
二
四
年
七
月
、
こ
れ
を
さ
ら
に
月
額
四
五
万
七

六
〇
〇
円
へ
と
減
給
す
る
旨
の
処
分
を
し
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｘ１
ら
は
、
主
位
的
に
は
、
Ｘ１
ら
が
取
締
役
の
地
位
に
あ

る
こ
と
の
確
認
、
取
締
役
の
退
任
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
、
未
払
の

取
締
役
報
酬
等
を
求
め
、
予
備
的
に
は
、
取
締
役
の
任
期
を
一
〇
年

か
ら
一
年
に
変
更
す
る
旨
の
定
款
変
更
に
よ
っ
て
Ｘ１
ら
が
Ｙ
会
社
の

取
締
役
か
ら
退
任
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
き
、
会
社
法
三
三
九
条
二

項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
平
成
二
三
年
一
月
二
一
日
か
ら
本
来
の
任

期
の
満
了
日
で
あ
る
平
成
二
八
年
六
月
末
日
ま
で
の
得
べ
か
り
し
取

締
役
報
酬
相
当
額
の
損
害
賠
償
金
の
支
払
等
を
求
め
て
訴
え
を
提
起

し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　

請
求
一
部
認
容
・
一
部
棄
却

一　

本
件
定
款
変
更
に
よ
っ
て
Ｘ１
ら
が
Ｙ
会
社
の
取
締
役
か
ら
退
任

す
る
か
に
つ
い
て

　
「
Ｘ１
ら
が
現
在
も
な
お
Ｙ
会
社
の
取
締
役
の
地
位
に
あ
る
と
い
え

る
か
否
か
は
、
取
締
役
の
任
期
を
短
縮
す
る
旨
の
本
件
定
款
変
更
に

よ
っ
て
Ｘ１
ら
が
Ｙ
会
社
の
取
締
役
か
ら
当
然
に
退
任
す
る
こ
と
に
な

る
か
に
関
わ
る
と
こ
ろ
、
取
締
役
の
任
期
途
中
に
お
い
て
、
そ
の
任

期
を
短
縮
す
る
旨
の
定
款
変
更
が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
変
更
後
の

定
款
は
在
任
中
の
取
締
役
に
対
し
て
当
然
に
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る

こ
と
が
相
当
で
あ
り
、
そ
の
変
更
後
の
任
期
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
取

締
役
の
任
期
が
満
了
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
上
記
定
款
変
更
の

効
力
発
生
時
に
お
い
て
取
締
役
か
ら
当
然
に
退
任
す
る
と
解
す
る
こ

と
が
相
当
で
あ
る
。

　

け
だ
し
、
上
記
の
定
款
変
更
は
、
取
締
役
の
解
任
と
同
様
の
効
果

を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
取
締
役
は
い
つ
で
も
株
主
総
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会
の
決
議
に
よ
っ
て
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
（
会

社
法
三
三
九
条
一
項
）、
他
方
、
定
款
変
更
に
よ
っ
て
当
然
に
退
任

さ
せ
ら
れ
た
取
締
役
の
保
護
は
、
解
任
の
場
合
と
同
様
に
、
損
害
賠

償
に
よ
っ
て
図
れ
ば
足
り
る
と
い
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。」

二　

Ｘ１
ら
を
取
締
役
か
ら
退
任
さ
せ
、
再
任
し
な
か
っ
た
こ
と
に
基

づ
く
損
害
賠
償
請
求
の
可
否
及
び
そ
の
損
害
額

　
「
会
社
法
三
三
九
条
二
項
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
解
任

さ
れ
た
取
締
役
は
、
そ
の
解
任
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合

を
除
き
、
会
社
に
対
し
、
解
任
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
趣
旨
は
、
取

締
役
の
任
期
途
中
に
任
期
を
短
縮
す
る
旨
の
定
款
変
更
が
な
さ
れ
て

本
来
の
任
期
前
に
取
締
役
か
ら
退
任
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
取
締
役

と
し
て
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
当
て

は
ま
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
取
締
役
は
、
会
社

が
当
該
取
締
役
を
再
任
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
会
社
に
対
し
、
会
社
法
三
三
九
条
二
項
の
類
推

適
用
に
よ
り
、
再
任
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の

賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」

　
「
平
成
二
三
年
一
月
か
ら
平
成
二
八
年
六
月
ま
で
の
五
年
五
か
月

以
上
も
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
Ｙ
会
社
の
経
営
状
況
や
Ｘ１
ら
の
取

締
役
の
職
務
内
容
に
変
化
が
ま
っ
た
く
な
い
と
は
考
え
が
た
く
、
Ｘ１

ら
が
平
成
二
八
年
六
月
ま
で
の
間
に
上
記
の
月
額
報
酬
を
受
領
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
と
推
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
の
損

害
額
の
算
定
期
間
は
、
Ｘ１
ら
が
退
任
し
た
日
の
翌
日
か
ら
二
年
間
に

限
定
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
。」

〔
研
　
究
〕

　

判
旨
に
反
対
す
る
。

一　

取
締
役
の
任
期
は
、
原
則
と
し
て
、
選
任
後
二
年
以
内
に
終
了

す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
株
主
総
会
の
終

結
の
時
ま
で
で
あ
る
が
（
会
三
三
二
条
一
項
）、
非
公
開
会
社
（
監

査
等
委
員
会
設
置
会
社
と
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
を
除
く
）
で
は
、

定
款
の
定
め
に
よ
り
一
〇
年
ま
で
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
二

項
）。
非
公
開
会
社
で
は
、
実
質
的
に
は
所
有
と
経
営
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
株
主
の
変
動
も
少
な
い
た
め
、
頻
繁
に
株
主
の

信
任
を
問
う
必
要
が
な
い
し
、
め
っ
た
に
取
締
役
の
交
代
の
な
い
非

公
開
会
社
に
お
い
て
再
任
の
手
間
と
そ
れ
に
伴
う
変
更
登
記
の
費
用

を
省
略
し
た
い
と
い
う
需
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
取
締
役

は
い
つ
で
も
株
主
総
会
の
普
通
決
議
を
も
っ
て
解
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
（
会
三
三
九
条
一
項
・
三
四
一
条
）、
正
当
な
理
由
な
く
解

任
さ
れ
た
取
締
役
は
、
会
社
に
対
し
て
解
任
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
三
三
九
条
二
項
）。
か
か
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る
会
社
の
責
任
は
、
株
主
総
会
に
よ
る
解
任
の
自
由
の
保
障
と
取
締

役
の
任
期
に
対
す
る
期
待
の
保
護
と
の
調
和
を
図
る
趣
旨
に
基
づ
く

法
定
責
任
で
あ
る
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
（
大
阪
高
判
昭
和
五
六

年
一
月
三
〇
日
下
民
三
二
巻
一
～
四
号
一
七
頁
。
責
任
の
性
質
に
つ

い
て
は
、
横
尾
亘
「
正
当
事
由
な
き
取
締
役
解
任
に
と
も
な
う
損
害

賠
償
責
任
の
法
的
性
質
」
法
学
政
治
学
論
究
五
二
号
一
二
一
頁
以
下

参
照
）。

　

本
件
は
、
①
取
締
役
の
任
期
を
短
縮
す
る
定
款
変
更
の
効
力
は
現

任
取
締
役
に
及
ぶ
か
、
②
任
期
短
縮
に
よ
り
退
任
し
て
再
任
さ
れ
な

か
っ
た
取
締
役
に
対
し
て
会
社
法
三
三
九
条
二
項
が
適
用
さ
れ
る
か
、

ま
た
そ
の
損
害
額
は
ど
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
る
か
が
争
わ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
他
に
類
例
を
み
な
い
。

二　

取
締
役
の
任
期
を
短
縮
す
る
定
款
変
更
の
効
力
が
現
任
取
締
役

に
及
ぶ
か
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
こ
れ
を
肯
定
し
た
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
昭
和
三
〇
年
九
月
一
二
日
民
事
甲
第
一
八
八
六

号
民
事
局
長
回
答
は
、
役
員
の
任
期
を
伸
長
す
る
定
款
変
更
に
伴
い
、

現
任
役
員
の
任
期
も
伸
長
さ
れ
る
と
解
し
、
昭
和
三
五
年
八
月
一
六

日
民
事
四
第
一
四
六
号
民
事
局
第
四
課
長
心
得
回
答
は
、
営
業
年
度

を
変
更
す
る
定
款
変
更
に
伴
い
、
現
任
取
締
役
の
任
期
満
了
時
期
も

早
ま
る
と
解
し
て
い
た
。
現
行
会
社
法
の
下
で
は
、
三
三
二
条
七
項

は
、
定
款
変
更
に
よ
り
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
・
指
名
委
員
会
等

設
置
会
社
・
公
開
会
社
と
す
る
場
合
に
は
、
取
締
役
の
任
期
は
そ
の

定
款
変
更
の
効
力
が
生
じ
た
時
に
満
了
す
る
も
の
と
定
め
る
ほ
か
、

平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
付
法
務
省
民
商
第
七
八
二
号
法
務
局
長
・

地
方
法
務
局
長
宛
法
務
省
民
事
局
長
通
達
「
会
社
法
の
施
行
に
伴
う

商
業
登
記
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
第
二
部
第
三
３
⑴
ウ
ウ
は
、

「
定
款
を
変
更
し
て
取
締
役
の
任
期
を
短
縮
し
た
場
合
に
は
、
現
任

の
取
締
役
の
任
期
も
短
縮
さ
れ
、
定
款
の
変
更
時
に
お
い
て
既
に
変

更
後
の
任
期
が
満
了
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
取
締
役
は
退
任
す
る

こ
と
と
な
る
」
と
し
て
い
る
。
学
説
上
特
に
異
論
も
な
い
た
め
（
相

澤
哲
＝
葉
玉
匡
美
＝
郡
谷
大
輔
編
『
論
点
解
説
新
・
会
社
法
』
二
八

一
～
二
八
二
頁
、
岩
原
紳
作
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
７
』
四

六
一
頁
［
榊
素
寛
執
筆
］）、
本
判
決
は
こ
れ
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
判
決
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
取
締
役
は
い
つ
で
も
株
主
総

会
決
議
を
も
っ
て
解
任
で
き
る
こ
と
、
②
定
款
変
更
に
よ
っ
て
当
然

に
退
任
さ
せ
ら
れ
た
取
締
役
の
保
護
は
、
解
任
の
場
合
と
同
様
に
損

害
賠
償
に
よ
っ
て
図
れ
ば
足
り
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
同
旨
、
上

柳
克
郎
ほ
か
編
『
新
版
注
釈
会
社
法
⑹
』
四
一
頁
［
今
井
潔
執
筆
］）。

①
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
の
任
期
中
の
地
位
は
常
に
保
障
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
理
由
と
な
り
う
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
②
に
つ
い
て
は
、
定
款
変
更
に
よ
る
任
期
短
縮
に
基
づ
く

退
任
は
形
式
的
に
は
任
期
満
了
で
あ
る
以
上
、
こ
の
場
合
に
ま
で
会
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社
法
三
三
九
条
二
項
が
類
推
適
用
さ
れ
る
か
は
別
途
問
題
と
な
り
、

こ
れ
を
も
っ
て
現
任
取
締
役
の
任
期
短
縮
の
理
由
と
す
る
こ
と
に
は

疑
問
が
残
る
。

　

思
う
に
、
取
締
役
の
任
期
を
短
縮
す
る
定
款
変
更
は
取
締
役
任
用

契
約
の
存
続
期
間
の
短
縮
を
も
た
ら
す
た
め
、
本
来
は
契
約
当
事
者

た
る
取
締
役
の
同
意
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
な
し
え
な
い
は
ず
で
あ
る

が
（
原
告
も
こ
の
点
を
主
張
し
て
取
締
役
の
退
任
を
否
定
し
て
い

る
）、
取
締
役
任
用
契
約
は
取
締
役
の
地
位
に
関
す
る
定
款
の
定
め

の
範
囲
内
で
効
力
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
取
締
役
全
員
に
共

通
す
る
事
項
に
関
す
る
定
款
変
更
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
一
方
的

に
取
締
役
任
用
契
約
も
変
更
さ
れ
う
る
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
も
っ

と
も
、
任
期
短
縮
の
定
款
変
更
の
適
用
要
件
に
つ
い
て
は
、
定
款
変

更
決
議
に
委
ね
て
よ
い
。
取
締
役
の
任
期
を
短
縮
す
る
定
款
変
更
の

効
力
に
つ
い
て
は
、
①
定
款
変
更
の
効
力
発
生
後
に
就
任
す
る
取
締

役
に
の
み
適
用
さ
れ
、
現
任
取
締
役
に
は
適
用
さ
れ
な
い
、
②
現
任

取
締
役
の
う
ち
新
し
い
任
期
満
了
時
期
が
到
来
し
て
い
な
い
取
締
役

に
は
適
用
さ
れ
る
、
③
現
任
取
締
役
に
も
一
律
に
適
用
さ
れ
、
新
し

い
任
期
を
す
で
に
超
過
し
て
い
る
取
締
役
は
定
款
変
更
の
効
力
発
生

を
も
っ
て
退
任
す
る
、
と
い
う
三
つ
の
類
型
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い

ず
れ
に
す
る
か
を
定
款
変
更
決
議
を
も
っ
て
定
め
る
こ
と
は
妨
げ
ら

れ
な
い
。
い
ず
れ
が
原
則
的
・
一
般
的
か
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も

任
期
の
短
縮
は
取
締
役
と
し
て
の
適
性
を
判
断
す
る
機
会
を
多
く
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
、
そ
の
必
要
性
は
現
任
取
締
役
に
も
一

律
に
妥
当
す
る
と
解
さ
れ
る
。
特
に
定
款
変
更
決
議
と
同
時
に
新
た

な
取
締
役
の
選
任
決
議
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
定
款
変
更
は
現
任

取
締
役
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
点
に
関
す
る
本
判
決
の
結
論
に
は
賛
成
で
き
る
。

三　

任
期
短
縮
に
よ
り
退
任
し
て
再
任
さ
れ
な
か
っ
た
取
締
役
に
対

す
る
会
社
法
三
三
九
条
二
項
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、

取
締
役
の
退
任
事
由
は
任
期
満
了
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
不
再
任
に
正

当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
同
項
が
類
推
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。
し
か

し
、
解
任
の
正
当
理
由
と
し
て
は
、
職
務
執
行
上
の
不
正
行
為
・
法

令
定
款
違
反
が
あ
っ
た
場
合
（
東
京
地
判
平
成
八
年
八
月
一
日
商
事

一
四
三
五
号
三
七
頁
）、
心
身
の
故
障
に
よ
り
職
務
遂
行
に
支
障
を

来
す
場
合
（
最
判
昭
和
五
七
年
一
月
二
一
日
判
時
一
〇
三
七
号
一
二

九
頁
）、
職
務
へ
の
著
し
い
不
適
任
（
東
京
高
判
昭
和
五
八
年
四
月

二
八
日
判
時
一
〇
八
一
号
一
三
〇
頁
）
な
ど
取
締
役
の
地
位
を
一
方

的
に
奪
う
に
足
り
る
よ
う
な
積
極
的
・
具
体
的
・
客
観
的
な
理
由
で

あ
る
こ
と
を
要
す
る
の
に
対
し
て
、
不
再
任
の
正
当
理
由
は
、
取
締

役
と
し
て
の
能
力
・
適
性
に
疑
問
が
あ
る
と
い
う
程
度
の
消
極
的
・

抽
象
的
・
主
観
的
な
理
由
で
足
り
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
任
期

を
短
縮
す
る
定
款
変
更
の
効
力
を
現
任
取
締
役
に
も
一
律
に
及
ぼ
す
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の
は
、
現
任
取
締
役
の
適
性
を
再
審
査
す
る
こ
と
に
よ
り
取
締
役
に

緊
張
感
を
も
た
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
可
も
な
く

不
可
も
な
い
取
締
役
を
再
任
し
な
く
て
も
何
ら
問
題
は
な
か
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
再
任
さ
れ
な
か
っ
た
取
締
役
は
解
任
さ
れ
た
取
締
役

よ
り
も
損
害
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
低
く
な
る
。
一

〇
年
任
期
の
取
締
役
任
用
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
以
上
、
そ
れ
を

尊
重
し
て
再
任
を
原
則
と
し
、
不
再
任
に
は
解
任
と
同
様
の
厳
格
な

正
当
理
由
を
要
求
す
る
余
地
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
は

任
期
短
縮
の
定
款
変
更
の
目
的
が
減
殺
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
一

方
、
取
締
役
退
任
の
原
因
が
定
款
変
更
に
よ
る
任
期
短
縮
に
あ
る
以

上
、
任
期
短
縮
の
理
由
の
当
否
を
問
題
と
す
る
余
地
も
あ
る
が
（
中

村
信
男
「
本
件
判
批
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
六
九
巻
三
号
七
〇
頁
、
鳥
山

恭
一
「
本
件
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
三
九
号
一
一
九
頁
）、
こ
れ

も
、
取
締
役
の
適
性
を
判
断
す
る
期
間
と
し
て
は
長
す
ぎ
る
と
か
、

新
陳
代
謝
を
促
進
す
る
な
ど
と
い
っ
た
一
般
的
・
抽
象
的
な
理
由
で

足
り
る
か
ら
、
正
当
な
理
由
の
な
い
場
合
な
ど
ま
ず
あ
り
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
任
期
短
縮
と
不
再
任
の
い
ず
れ
に
も
正
当
な

理
由
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
で
、
解
任
の
正
当
な
理
由
よ
り
も
厳
格
に

解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
再
任
さ
れ
な
か
っ
た
取
締
役
の
救
済
に
欠

け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
定
款
変
更
に
よ
る
任
期
短
縮

と
一
部
の
取
締
役
の
不
再
任
に
至
っ
た
一
連
の
事
情
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
（
高
橋
均
「
本
件
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
九
六
号
九
四

頁
・
河
村
尚
志
「
本
件
判
批
」
判
例
評
論
六
九
一
号
四
頁
は
、
定
款

変
更
の
理
由
と
不
再
任
の
理
由
の
双
方
を
判
断
要
素
と
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
）、
解
任
の
脱
法
行
為
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
会
社

法
三
三
九
条
二
項
を
直
接
適
用
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
件
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
Ｃ
が
Ｘ１
に
対
し
て
辞
任
を
求
め
た
が
、
こ

れ
が
拒
否
さ
れ
る
と
、
そ
の
翌
月
に
本
件
定
款
変
更
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
Ｘ２
の
従
業
員
と
し
て
の
降
格
・
減
給
処
分
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
Ｙ
会
社
の
経
営
を
め
ぐ
る
深
刻
な
対
立
を

背
景
と
し
て
、
Ｃ
に
は
Ｘ１
ら
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
窺
わ
れ

る
た
め
、
実
質
的
に
は
解
任
と
同
視
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
か
ろ
う

（
中
村
・
前
掲
六
九
頁
）。

　

次
に
、
解
任
さ
れ
た
取
締
役
が
会
社
に
対
し
て
賠
償
を
請
求
で
き

る
損
害
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
解
任
さ
れ
な
け
れ
ば
在
任
中
ま
た
は

任
期
満
了
時
に
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
（
報
酬
・
退
職
慰
労
金
な

ど
）
の
額
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
神
戸
地
判
昭
和
五
四
年

七
月
二
七
日
判
時
一
〇
一
三
号
一
二
五
頁
、
前
掲
大
阪
高
判
昭
和
五

六
年
一
月
三
〇
日
、
東
京
地
判
昭
和
六
三
年
二
月
二
六
日
判
時
一
二

九
一
号
一
四
〇
頁
な
ど
）、
本
件
の
場
合
、
Ｘ１
ら
の
残
任
期
間
で
あ

る
五
年
五
か
月
分
の
報
酬
相
当
額
が
要
賠
償
額
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
判
決
は
、
Ｙ
会
社
の
経
営
状
況
・
職
務
内
容
の
変
更
可



40

法学研究 90 巻 5 号（2017：5）

能
性
に
鑑
み
れ
ば
、
当
初
の
任
期
が
満
了
す
る
ま
で
在
任
中
の
報
酬

と
同
額
の
報
酬
が
支
給
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
、

二
年
間
の
報
酬
相
当
額
を
も
っ
て
損
害
額
と
認
定
し
た
。
本
判
決
は
、

Ｘ１
ら
が
残
任
期
間
を
満
了
し
た
と
し
て
も
、
Ｙ
会
社
の
実
情
に
鑑
み

れ
ば
最
終
的
に
は
二
年
分
の
報
酬
し
か
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い

う
推
測
の
下
で
損
害
額
を
限
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
一
般
論
と
し

て
、
任
期
が
延
長
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
二
年
分
の
報
酬
相
当
額
を

補
償
す
れ
ば
よ
い
と
判
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
（
藤
林
大
地

「
平
成
二
七
年
度
会
社
法
関
係
重
要
判
例
の
分
析
〔
上
〕」
商
事
法
務

二
一
〇
七
号
一
四
頁
）、
そ
の
背
後
に
は
、
一
〇
年
も
の
長
期
に
わ

た
っ
て
取
締
役
の
地
位
と
報
酬
を
無
条
件
に
保
障
す
る
の
は
行
き
過

ぎ
で
あ
り
、
長
期
の
報
酬
相
当
額
に
つ
い
て
損
害
賠
償
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
と
、
事
実
上
解
任
を
不
可
能
に
す
る
と
の
考
慮
が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
（
得
津
晶
「
判
批
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
七
七
号
一
〇
二
頁
、
河
村
・
前
掲
五
頁
）。
し
か

し
、
現
在
の
取
締
役
任
用
契
約
上
の
効
果
の
実
現
に
対
す
る
期
待
が

法
的
保
護
に
値
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
報
酬
減
額
の
実
際
上
の
可
能
性

は
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
（
最
判
平
成
四
年
一
二
月
一
八
日
民
集
四

六
巻
九
号
三
〇
〇
六
頁
に
よ
れ
ば
、
取
締
役
の
報
酬
額
が
具
体
的
に

定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
報
酬
額
は
会
社
と
取
締
役
間
の
契
約

内
容
と
な
る
か
ら
、
取
締
役
の
職
務
内
容
に
著
し
い
変
更
が
あ
っ
て

も
、
取
締
役
の
報
酬
を
取
締
役
の
同
意
な
し
に
一
方
的
に
減
額
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
）。
損
害
賠
償
責
任
で
あ
る
以
上
、
取
締
役
解
任

に
伴
う
具
体
的
な
損
害
額
を
算
定
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
従

う
べ
き
こ
と
に
な
る
が
、
取
締
役
の
地
位
喪
失
に
伴
う
逸
失
利
益
を

も
っ
て
損
害
額
と
す
る
以
上
、
報
酬
の
漠
然
と
し
た
減
額
可
能
性
に

よ
っ
て
要
賠
償
額
を
左
右
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
（
藤

林
・
前
掲
一
四
頁
）。
ま
た
、
定
款
の
定
め
に
よ
り
役
員
の
任
期
が

延
長
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
地
位
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
会
社
ま
た
は

株
主
利
益
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

か
ら
、
任
期
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
、
解
任
さ
れ
た
取
締
役
が
会
社

に
請
求
可
能
な
損
害
賠
償
額
を
減
額
す
る
要
素
と
し
て
考
慮
す
る
こ

と
は
、
会
社
ま
た
は
株
主
の
意
思
に
反
す
る
の
で
適
切
で
は
な
い
と

の
指
摘
（
岩
原
編
・
前
掲
五
三
三
頁
［
加
藤
貴
仁
執
筆
］）
や
、
株

主
数
の
少
な
い
非
公
開
会
社
で
は
、
取
締
役
の
改
選
は
、
一
般
株
主

の
信
任
を
問
う
手
続
で
は
な
く
、
経
営
者
同
士
が
相
互
に
信
任
を
与

え
合
う
手
続
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
定
款
で
長
い
任
期
を
定
め
る
こ
と

は
、
経
営
者
同
士
が
株
主
間
契
約
に
よ
り
相
互
の
地
位
を
保
証
し
合

い
、
契
約
に
違
反
し
た
場
合
の
賠
償
額
の
予
定
（
民
四
二
〇
条
）
ま

で
取
り
決
め
た
に
等
し
い
と
の
評
価
（
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法

〔
第
六
版
〕』
三
八
九
頁
）
も
あ
る
。
平
成
一
七
年
会
社
法
制
定
の
審

議
過
程
に
お
い
て
も
、
解
任
さ
れ
た
場
合
に
損
害
賠
償
額
が
多
額
に
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な
る
と
し
て
一
〇
年
の
任
期
は
長
す
ぎ
る
と
の
意
見
が
あ
る
一
方
、

実
際
に
は
節
度
あ
る
任
期
が
定
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
取
締
役
同

士
が
相
互
に
そ
の
地
位
の
安
定
を
保
障
す
る
た
め
に
長
期
の
任
期
を

定
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
非
公
開
会
社
の
実
態
に
合
っ
て
い
る
と
い
う

趣
旨
の
発
言
も
あ
っ
た
（
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部

会
第
二
四
回
・
第
二
六
回
会
議
議
事
録
参
照
）。
あ
る
い
は
、
不
再

任
に
よ
る
逸
失
利
益
を
も
っ
て
損
害
額
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
件

で
は
任
期
が
一
年
に
短
縮
さ
れ
た
以
上
、
一
年
分
の
報
酬
相
当
額
の

賠
償
で
足
り
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
（
中
村
・
前
掲
七
一

頁
）。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
取
締
役
の
任
期
を
定
め
る
趣
旨
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
と
、
地
位
の
長
期
安
定
に
伴
う
緩
慢
や
専
横
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
経
営
上
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
の
猶
予
期
間
を
与
え
る
も

の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
の
任
期
が
原
則

と
し
て
二
年
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
年
ご
と
に
取
締
役
の
経
営
成

果
を
検
証
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
相
応
の
成
果
に
向
け
て
計
画
的
に

経
営
を
行
う
た
め
に
そ
の
期
間
中
は
地
位
の
安
定
が
保
障
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
任
期
途
中
に
正
当
な
理
由
な
く
解
任
す
る
こ
と
は
、
任
期

を
定
め
た
趣
旨
に
反
し
、
取
締
役
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
取
締
役
に
は
損
害
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
解
任
さ
れ
た
取
締
役
に
は
、
経
営
成
果
を
あ
げ
る
た

め
に
必
要
な
猶
予
期
間
内
の
報
酬
額
を
補
償
す
れ
ば
足
り
る
が
、
そ

の
期
間
は
各
会
社
の
経
営
計
画
に
応
じ
て
異
な
り
、
一
般
的
・
抽
象

的
に
そ
の
期
間
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
非
公
開
会
社
に

お
け
る
任
期
延
長
の
許
容
は
、
再
任
手
続
を
省
略
し
た
い
と
い
う
便

宜
的
な
意
味
合
い
が
強
い
が
、
有
限
会
社
の
取
締
役
の
よ
う
に
任
期

の
制
限
を
設
け
な
い
と
い
う
立
法
政
策
も
あ
り
う
る
と
こ
ろ
（
平
成

一
五
年
一
〇
月
二
二
日
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会

「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
」
第
四
３
参
照
。
な
お
、

任
期
の
定
め
の
な
い
有
限
会
社
の
取
締
役
は
、
正
当
な
理
由
な
く
解

任
さ
れ
て
も
、
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
）、
そ
れ
を
採
用
せ
ず
、
任
期
の
上
限
を
定
め
る
形
を
と
っ
た
以

上
、
そ
の
趣
旨
は
取
締
役
の
地
位
の
長
期
安
定
に
求
め
ざ
る
を
え
な

い
。
経
営
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
う
る
現
代
に
お
い
て
、
一

〇
年
と
い
う
期
間
は
非
公
開
会
社
で
も
取
締
役
の
適
性
を
評
価
す
る

期
間
と
し
て
は
長
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
法
が
か
か
る
任
期

を
許
容
し
、
会
社
が
そ
れ
を
自
発
的
に
採
用
し
た
以
上
、
そ
の
任
期

を
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
取
締
役
の
任
期
を
延
長
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
む
や
み
に
解
任
で
き
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
を
も
負
担
す
る
こ

と
を
意
味
し
、
解
任
に
伴
う
多
額
の
損
害
賠
償
責
任
の
リ
ス
ク
が
、

い
た
ず
ら
に
長
期
の
任
期
を
定
め
る
こ
と
の
歯
止
め
と
も
な
り
う
る
。

実
際
上
も
、
株
主
数
の
少
な
い
非
公
開
会
社
で
は
、
株
主
は
役
員
を
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兼
ね
、
利
益
の
還
元
は
剰
余
金
の
配
当
で
は
な
く
役
員
報
酬
の
支
払

を
通
じ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
そ
の
実
現
を
担
保
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
多
数
派
株
主
に
よ
り
経
営
か
ら
締
め
出
さ
れ
よ
う
と

す
る
少
数
派
株
主
の
利
益
を
保
護
す
べ
き
必
要
性
は
高
く
、
任
期
の

延
長
は
経
営
権
を
め
ぐ
る
紛
争
の
予
防
ま
た
は
解
決
に
も
寄
与
し
う

る
（
河
村
・
前
掲
五
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
正
当
な
理
由
な
き
解
任

に
伴
う
要
賠
償
額
は
、
残
任
期
間
が
い
か
に
長
く
て
も
、
そ
の
期
間

相
当
の
報
酬
額
を
も
っ
て
算
定
す
べ
き
で
あ
る
。
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